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令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
は
個
人

の
場
合
、
令
和
２
年
３
月
16
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
入
保
険
に
ご

加
入
い
た
だ
い
た
方
は
、
確
定
申
告

が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、「
青
色
申
告

決
算
書
」
等
の
税
申
告
書
類
の
写
し

を
ご
準
備
い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
契
約
分
の
保
険
金
等

　

支
払
い
ま
で
の
流
れ

　
　

 

収
入
保
険
っ
て
な
に
？

令
和
元
年
分
の
確
定
申
告

（
※
個
人
は
３
月
16
日
ま
で
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

税
申
告
書
類（
写
）を
提
出

実
績
報
告
書
兼
保
険
金
等

請
求
書
の
作
成

②
の
書
類
を
も
と
に
、保
険
期
間

の
収
入
実
績
の
確
定
と
保
険
金

等
請
求
の
有
無
を
選
択
し
ま
す
。

請
求
内
容
の
審
査

③
の
内
容
に
つ
い
て
、
確
認
・

審
査
を
行
い
ま
す
。

保
険
金
等
の
支
払
い

内
容
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
加

入
時
に
登
録
い
た
だ
い
た
口
座

へ
お
振
り
込
み
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
保
険
期
間
中
に
次
の
こ

と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
電
話
・
メ
ー
ル
等
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
事
故
発
生
等
の
連
絡
が
無

い
場
合
に
は
、
保
険
金
・
特
約
補
填
金

が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

◦
事
故
が
発
生
し
た
ら
…

自
然
災
害
や
病
虫
害
な
ど
に
よ
り
１

割
以
上
の
数
量
減
少
が
見
込
ま
れ
る
と

き
に
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
営
農
計
画
を
変
更
す
る
と
き
は
…

加
入
時
に
申
請
い
た
だ
い
た
保
険
期

間
中
の
営
農
計
画
（
栽
培
面
積
や
栽
培

品
目
、
品
種
な
ど
）
を
変
更
す
る
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
よ
り
基

準
収
入
を
再
計
算
し
、
保
険
料
等
に
増

減
が
生
じ
た
場
合
に
は
差
額
を
精
算
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
農
作
業
日
誌
、
農
作
物
の
販

売
に
関
す
る
帳
簿
（
販
売
金
額
、
販
売

数
量
、
事
業
消
費
仕
向
け
数
量
等
）
を

必
ず
記
帳
し
て
く
だ
さ
い
。

自
然
災
害
に
よ
る
収
入
の
減
少
だ
け

で
な
く
、
価
格
低
下
等
に
よ
る
農
業
収

入
の
減
少
も
補
て
ん
す
る
保
険
で
す
。

対
象
品
目
を
限
定
せ
ず
、
農
業
経
営
品

目
全
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
実
績
が
１

年
分
以
上
あ
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

が
加
入
対
象
で
す
。

◦
補
償
の
内
容
は
？

農
業
者
ご
と
の
過
去
５
年
間
の
農
産

物
販
売
収
入
の
平
均
を
基
本
と
し
た

「
基
準
収
入
」
を
設
定
し
ま
す
。

例
え
ば
基
準
収
入
が
１
千
万
円
の
農

業
者
が
、
最
大
の
９
割
補
償
を
選
択
し

た
場
合
、
保
険
期
間
の
農
業
収
入
が

９
０
０
万
円
を
下
回
る
と
、
下
回
っ
た

額
の
９
割
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

◦
掛
金
は
い
く
ら
な
の
？

基
準
収
入
１
千
万
円
の
場
合
、
初
年

度
は
32
・
５
万
円
で
す
。（
内
訳
は
保
険

料
７
・
８
万
円
、
積
立
金
22
・
５
万
円
、

事
務
費
２
・
２
万
円
）

積
立
金
は
補
て
ん
に
使
わ
な
け
れ
ば
、

翌
年
へ
持
ち
越
さ
れ
ま
す
。（
最
高
の
補

償
限
度
80
％
・
積
立
幅
10
％
で
加
入
し

た
場
合
）

保
険
金
の
受
け
取
り
が
無
け
れ
ば
、

原
則
と
し
て
翌
年
の
保
険
料
率
は
下
が

り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
金
受
取
の
発
動
基
準
は

変
え
ず
、
受
け
取
る
保
険
金
に
限
度
を

設
定
す
る
こ
と
で
、
安
い
保
険
料
で
加

入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◦
類
似
制
度
と
の
関
連
は
？

収
入
保
険
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
を
は

じ
め
、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ

ラ
シ
）、
野
菜
価
格
安
定
化
対
策
等
、
収

入
減
少
を
補
て
ん
す
る
類
似
制
度
と
重

複
し
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、

よ
り
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方

は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
に
よ
り
令
和
元
年
ご
契
約
分

に
つ
い
て
は
、
保
険
期
間
の
収
入
金

額
が
確
定
と
な
り
保
険
金
の
支
払
い

対
象
の
有
無
が
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
ご
契
約
分
に
お

い
て
も
、
令
和
元
年
ま
で
の
収
入
金

額
実
績
が
揃
い
、
基
準
収
入
金
額
等

の
補
償
内
容
が
確
定
い
た
し
ま
す
。

収
入
保
険
ご
加
入
者
の
み
な
さ
ま

令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

提出いただく書類

【個人経営の場合】

◦所得税の確定申告書Ｂ第１表
◦青色申告決算書

【法人経営の場合】

◦法人税の申告書の別表一及び別表四
◦損益計算書
その他、棚卸表、事業消費帳簿、雑収入内訳書、
畑作物直接支払交付金における数量払交付金
計算書等があれば、あわせてご提出ください。

❶❷❸❹❺

？

収
入
保
険
に
つ
い
て
は
、
３
年
く

ら
い
前
か
ら
共
済
新
聞
な
ど
で
知
り

ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
果
樹
の
評
価
員
に
な

り
、
損
害
評
価
の
際
に
台
風
19
号
に

よ
る
水
害
で
果
樹
園
地
が
更
地
に

な
っ
た
の
を
見
て
、
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
町
内
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
で
、
今
や
災
害
は
ど
こ
に
で

も
起
こ
り
得
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
は
、
け
が
を
し
て
２
年
ほ

ど
農
作
業
が
思
う
よ
う
に
で
き
ず
に

苦
労
し
ま
し
た
。収
入
保
険
は
、病
気

や
け
が
が
原
因
で
減
収
し
た
時
も
補

償
対
象
に
な
る
と
説
明
を
受
け
、
災

害
、
自
分
自
身
の
け
が
な
ど
の
リ
ス

ク
を
考
え
て
「
収
入
保
険
に
加
入
し

た
方
が
良
い
の
で
は
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

単
独
の
品
目
で
減
収
し
て
も
、
す

べ
て
の
収
入
分
で
計
算
さ
れ
る
と
聞

き
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
産
物

の
価
格
低
下
や
収
穫
後
の
被
害
な
ど
、

今
ま
で
の
農
業
共
済
で
は
対
象
外
の

も
の
が
補
償
さ
れ
ま
す
。
農
業
経
営

を
維
持
す
る
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
収

入
保
険
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
、
令
和

２
年
か
ら
加
入
し
ま
し
た
。
今
後
の

さ
ら
な
る
補
償
内
容
の
充
実
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

災
害
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
の
補
償
は
心
強
い

収入保険加入者の声

いわせ石川支所

鏡石町蒲之沢町

今
いま

泉
いずみ

 住
すみ

夫
お

さん（61）
【水稲 240㌃、果樹 150㌃

自家用野菜 10㌃】

特 集
※

※
延
長
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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９
年
連
続
で
水
質

日
本
一
に
輝
い
た
、
福

島
市
の
荒
川
の
水
。
そ

の
水
で
丹
精
込
め
て

育
て
た
酒
米
で
造
っ

た
清
酒
「
純
米
吟
醸
あ

ら
か
わ
」（
生
酒
・
火

入
れ
の
２
種
類
）
が
完

成
し
ま
し
た
。

「
荒
川
・
桜
づ
つ
み
酒
づ
く
り
協

議
会
」の
油ゆ

井い

健け
ん

治じ

会
長（
69
）が

「
地
元
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
て
仕

上
げ
た
」
と
話
す
よ
う
に
、
福
島

県
が
開
発
し
た
酒
造
好
適
米
「
夢

の
香
」
を
原
料
と
し
、
仕
込
み
に

は
荒
川
の
伏
流
水
を
使
い
、
市
内

唯
一
の
蔵
元
で
あ
る
金
水
晶
酒
造

店
の
協
力
で
醸
造
し
ま
し
た
。

油
井
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
酒

造
り
は
続
け
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
企
画
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し

た
。会

津
若
松
市
に
移
住
し
、
平
成
28

年
か
ら
「
千
苅
農
場
」
の
名
で
就
農

し
た
眞ま

野の

誠ま
こ
とさ
ん（
48
）。
新
規
就
農

者
の
研
修
制
度
を
利
用
し
ト
マ
ト
栽

培
な
ど
を
学
び
、
平
成
30
年
か
ら
は

自
家
産
ト
マ
ト
の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
は
好
き
嫌
い
が
分
か
れ
る

食
材
な
の
で
、
眞
野
さ
ん
は
万
人
に

ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
カ
レ
ー
に
加
工

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
赤
熟
収
穫

が
可
能
な
品
種
で
試
し
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
ト
マ
ト
カ
レ
ー
を
食
べ
比
べ

た
り
し
な
が
ら
味
を
追
求
。
試
作
を

繰
り
返
し
、
ト
マ
ト
の
風
味
を
残
し

つ
つ
主
張
し
す
ぎ
な
い
「
完
熟
ト
マ

ト
カ
レ
ー
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
現

在
で
も
改
良
を
重
ね
続
け
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
カ
レ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
そ
の

動
画
を
投
稿
し
て
い
ま
す
。
農
閑
期

に
は
直
売
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
な

ど
Ｐ
Ｒ
も
工
夫
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

相
馬
市
の
和
田
観
光
苺
組
合
の

い
ち
ご
園
が
今
年
も
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
の
台
風
で
、一
部
ハ
ウ

ス
と
事
務
所
に
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
懸
命
な
復
旧
作

業
に
よ
り
、
予
定
通
り
１
月
か
ら

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。い

ち
ご
園
で
は
、「
章あ

き

姫ひ
め

」
を
メ

イ
ン
に
「
さ
ち
の
か
」「
と
ち
お
と

め
」「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
や
よ
い
姫
」「
か

お
り
野
」の
６
品
種
が
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
い
ち
ご
狩
り
の
ほ
か
、
朝

採
り
の
新
鮮
な
い
ち
ご
の
直
売
も

平
田
村
の
道
の
駅
ひ
ら
た
で
は
、

激
辛
唐
辛
子
ハ
バ
ネ
ロ
を
使
用
し

た
商
品
が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

販
売
の
き
っ
か
け
は
、
原
発
事

故
の
風
評
被
害
で
生
産
意
欲
が
低

下
し
た
農
家
を
元
気
付
け
よ
う
と
、

農
産
物
の
買
い
取
り
を
行
っ
た
中

に
ハ
バ
ネ
ロ
が
あ
っ
た
こ
と
。「
当

初
は
全
く
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ハ
バ
ネ
ロ
を
味
噌
や
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
に
商
品
化
し
た

と
こ
ろ
、
売
り
上
げ
が
伸
び
始
め

ま
し
た
」
と
高こ

う

野の

哲て
つ

也や

駅
長
（
59
）。

ハ
バ
ネ
ロ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ

と
で
、
現
在
で
は
生
産
者
も
３
人

か
ら
12
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

ハ
バ
ネ
ロ
商
品
の
中
で
も
、
村

の
新
名
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ハ

バ
ネ
ロ
戦
隊
カ
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
レ
ト
ル
ト
激
辛
カ
レ
ー
は
、
辛

さ
が
マ
イ
ル
ド
・
激
辛
・
生
地
獄

（
激
辛
カ
レ
ー
の
30
倍
）
の
３
種

類
が
あ
り
、
激
辛
好
き
に
人
気
の

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
分
の
生
酒
は
好
評
に
つ

き
完
売
し
ま
し
た
が
、
来
年
度
分

は
予
約
受
付
中
で
す
。
火
入
れ
の

商
品
は
４
月
頃
よ
り
販
売
す
る
予

定
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

（
酒
の
予
約
、
取
扱
店
な
ど
）

荒
川
・
桜
づ
つ
み
酒
づ
く
り
協
議
会

☎
０
２
４-

５
４
６-

６
０
６
６

（
会
長
宅
）

で
も
注
文
が
可
能
で
す
。

「
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、成
果

が
目
に
見
え
る
こ
と
が
楽
し
い
。
今

後
は
他
の
作
物
や
カ
レ
ー
以
外
の
加

工
品
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す
」
と

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

千
苅
農
場

☎
０
５
０-

３
７
４
６-

０
１
４
１

U
RL  http://sengarifarm

.com
/

メ
ー
ル  info@

sengarifarm
.com

行
っ
て
い
ま
す
。販
売
は
10
時
か
ら

で
す
が
、早
い
時
は
20
分
ほ
ど
で
完

売
す
る
そ
う
で
、遠
方
か
ら
訪
れ
る

お
客
さ
ま
に
残
念
な
思
い
を
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
今
年
の
い
ち
ご
は
、
10
月
の
高

温
の
影
響
で
成
長
に
少
し
遅
れ
が

見
ら
れ
、平
年
に
比
べ
量
も
少
な
め

で
す
が
、良
質
な
い
ち
ご
を
増
産
し

て
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
」と

齋
川
組
合
長
は
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

和
田
観
光
苺
組
合

☎
０
２
４
４-

３
６-

５
５
３
５

営
業
時
間　

10
時
～
16
時

「
ハ
バ
ネ
ロ
商
品
が
話
題
を
呼

ん
で
い
ま
す
が
、
地
元
産
の
新
鮮

野
菜
や
加
工
品
も
品
揃
え
豊
富
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と

高
野
駅
長
は
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
ひ
ら
た

石
川
郡
平
田
村
大
字
上
蓬
田
字

横
森
後
１
６
０

☎
０
２
４
７-

５
５-

３
５
０
１

県
北
支
所

会
津
支
所

相
馬
支
所

い
わ
せ
石
川
支
所

水
質
日
本一の
水
で
酒
米
を
栽
培

日
本
酒
で
地
域
活
性
化
を
目
指
す

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
味
を
追
及

自
信
作
の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
を
召
し
上
が
れ
！

今
が
旬
！
真
っ
赤
に
熟
し
た

甘
い
い
ち
ご
を
楽
し
ん
で

ハ
バ
ネ
ロ
商
品
で

「
日
本
一
辛
い
村
」へ

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や地域の身近な話題　　などを、各支所からレポートします！

「純米吟醸あらかわ」の法被を
着て宣伝する油井健治会長

「純米吟醸あらかわ」
（左：火入れ、右：生酒）

眞野さんと「完熟トマトカレー」
650円（税込・送料別）。

インターネットでの注文可能

トマト圃場。畝の中に
チューブを埋め込み、

そこから水分や
養分を補給しています

入場を待つ
たくさんの来場者

激辛商品をＰＲする高野駅長

和田観光苺組合の
齋川組合長（写真中央）とスタッフ

完熟いちごが食欲を誘います ＳＮＳでも話題沸騰中のハバネロソフト（初級）
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◦咳やクシャミ、つばなどの飛沫
　から
◦ドアノブ、手すり、スイッチ
　など感染者が触ったところから
飛沫と接触が確実な感染経路です。
当初、ハシカや結核のような空気
感染はしないと言われていました
が、密閉空間で長時間・高濃度の
「エアロゾル」にさらされた場合
に感染する可能性がある、とも考
えられるようになりました。

一人から何人に移す可能性がある
か？という感染力は、インフルエ
ンザより弱い1.4人から2.5人と
されていましたが、国内感染が広
がり始め、今後、修正されるかも
しれません。

ＷＨＯ（世界保健機構）は以下を
推奨しています。
◦手洗い・アルコール消毒
◦咳エチケット
◦他人との距離を１m空ける

清明クリニック 佐藤 睦子

最終回

はじめよう！

健康生活令
和
元
年
は
豚
コ
レ
ラ
で
始
ま
り
台

風
の
大
水
害
で
終
わ
り
、
期
待
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
と
し
て
迎
え
た
令
和
２

年
。中
国
か
ら
、新
た
な
ウ
イ
ル
ス
が
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
…

電
子
顕
微
鏡
で
み
た
形
が
王
冠
（
ク
ラ

ウ
ン
）
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ギ
リ

シ
ャ
語
で
王
冠
を
意
味
す
る
コ
ロ
ナ
と

名
付
け
ら
れ
た
…
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
通

常
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
風
邪
の
一
種

で
す
が
、
新
型
は
重
症
の
肺
炎
・
呼
吸

困
難
を
起
こ
し
、
死
亡
す
る
例
も
あ
り

ま
す
。

対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
治
療
法
が
無
く
、
予
防
の
ワ
ク

チ
ン
も
無
い
こ
と
か
ら
、
人
々
は
不
安

を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
騒

ぎ
を
し
て
も
感
染
を
抑
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
し
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、

整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

部長１年目です。昨年の台風のような災害がい
つ、どこで起きてもおかしくなく、NOSAI 事業の
重要性と充実した農家の救済制度の必要性を痛感
します。
当地区では、担い手不足や耕作放棄地の増加、イ

ノシシの被害など、農業を取り巻く環境が年々悪
化しています。関係機関と連携を密に、地域の農
業環境を守りたいと思います。

組合員、職員の皆さまの協力を得て、鮫川地区
共済部長協議会会長を務めています。
親の代からの繁殖和牛を継いで現在に至り、高

く売るため血統などを勉強しています。
近年、異常気象による自然災害が多発していま

す。農家にとってNOSAI の役割はとても重要だ
と思うので、お互いに力を出し合い頑張っていき
たいです。

今年、収入保険に加入しました。収入保険は、減
収による収入減少のほか、市場価格の低下やけが
などによる収入の減少も補てんされ、補償の範囲
が広く安心感があります。
昨年の台風 19号のような自然災害がいつ来る

か分かりません。NOSAI に、農家が安心して農業
を営むことができる支えになってくれることを期
待します。

大東地区共済部長等協議会会長を務めています。
昨年の台風19号被害の爪痕が残っている中、今

年は記録的暖冬となり、異常気象による農作物へ
のさらなる被害が懸念されます。このような状
況だからこそ、農業保険事業が必要不可欠です。
NOSAI とのパイプ役として、農業保険事業の周
知・理解を広げていきたいと思います。

連携を密に地域の農業環境を守る

自然災害へのリスクに備える 農家に対する支えを期待

農業被害と向き合うために
本宮市　渡

わた

辺
なべ

 武
たけ

一
かつ

さん（66）
NOSAI 部長歴／１年　白沢地区

鮫川村　生
なま

田
た

目
め

 勝
かつ

弘
ひろ

さん（71）
NOSAI 部長歴／１年　鮫川地区

いわき市　野
の

木
ぎ

 宏
ひろ

髙
たか

さん（64）
NOSAI 部長歴／９年　好間地区

家畜 ２２頭 水稲 140㌃

水稲 50㌃、
葉たばこ 50㌃ 水稲 70㌃

須賀川市　加
か

藤
とう

 正
まさ

直
なお

さん（64）
NOSAI 部長歴／１１年　大森田地区

組合員の皆さんとNOSAIを
つなぐパイプ役としてご活躍
いただいている、NOSAI部長
の皆さんをご紹介します！

安達
支所

白河
支所

いわき
支所

いわせ
石川支所

過剰に騒ぐより、自分自身にできる防御法を考え、行動を
見直してみましょう！（下記）

感染経路 感染力

「はじめよう！健康生活」は今回で最終回となります。ご愛読ありがとうございました。

予防

「新型コロナウイルス」
に負けないために！

感染予防の
ために
行動の
見直しを！

こまめな手洗い アルコール消毒 健康管理 十分な休養 人混みを避ける

インフルエンザの
ワクチン接種マスク着用 肺炎球菌ワクチンの

接種（高齢者）
不要不急の
外出を控える

目、鼻、口を
手で触らない

信頼できる情報を
見極める
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からのお知らせからのお知らせ
　

平
成
31
年
産
の
水
稲
は
、
10
月
の
台

風
19
号
、
台
風
21
号
及
び
低
気
圧
の
通

過
に
伴
う
記
録
的
大
雨
に
よ
る
風
水
害

に
よ
り
、
土
砂
流
入
や
冠
水
及
び
圃
場

乾
燥
中
の
稲
が
流
出
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
春
先
に
は

少
雨
等
の
影
響
に
よ
る
干
害
で
移
植
で

き
な
い
圃
場
や
、
７
月
の
低
温
・
日
照

不
足
に
よ
る
生
育
不
良
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
に
よ
る
獣
害
な
ど
、
様
々
な
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
に
よ
り
、
県
内
２
，

４
９
６
戸
に
３
２
０
，３
８
０
，７
２
３

円
（
下
表
）
の
共
済
金
を
12
月
中
旬
に

お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
は
日
本
各
地
で

異
常
気
象
が
多
発
し
、
甚
大
な
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
へ
の
備

え
と
し
て
水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

水
稲
共
済
に
加
入
す
る
際
は
、
加
入
申
込
書

の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
引
受
方
式
、
補

償
割
合
、
特
約
の
有
無
及
び
単
位
当
た
り
共
済

金
額
（
１
㎏
当
た
り
補
償
単
価
）
を
選
択
の
上
、

加
入
申
込
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
（
左
表
【
表
１
】【
表
２
】
参
照
）。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
加
入
申
込
期
限

令
和
２
年
４
月
20
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
（
移
植
前
で
あ
れ
ば
４
月
20
日
を
過
ぎ
て
も

　

申
し
込
み
で
き
ま
す
）

◦
補
償
期
間

移
植
期
（
直
播
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
発

芽
期
）
か
ら
収
穫
期
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
移
植
期
（
発
芽
期
）
と
は
、
そ
の
地
方
に
お

い
て
通
常
の
収
穫
量
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
期

間
で
す
。

※
収
穫
期
と
は
、
適
期
に
刈
り
取
り
圃
場
か
ら

搬
出
す
る
ま
で
と
し
、
圃
場
乾
燥
期
間
も
含
み

ま
す
。

◦
対
象
と
な
る
災
害
（
共
済
事
故
）

・
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、
雪
害
、
そ
の
他

気
象
上
の
原
因
（
地
震
、
噴
火
を
含
む
）
に
よ

る
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
。

・
共
済
事
故
を
原
因
と
す
る
品
質
低
下
に
伴

う
生
産
金
額
の
減
少
（
品
質
方
式
の
み
）。

支所 支払戸数
（戸）

支払共済金
（円） 主な災害

県 北 304 19,082,584 風水害、獣害など

安 達 211 13,808,120 風水害、獣害など

郡 山 田 村 321 26,099,398 風水害、干害（移植不能）など

いわせ石川 536 95,060,744 風水害、干害（移植不能）など

白 河 408 53,774,104 風水害、干害（移植不能）など

会 津 259 27,080,217 獣害、病害など

相 馬 137 48,245,524 風水害、獣害など

双 葉 15 795,344 風水害

い わ き 305 36,434,688 風水害、獣害など

合計 2,496 320,380,723

引受方式 補償割合
（支払開始割合） 補償内容

特約
一筆半損 自動継続

一筆方式
７割 ･６割 ･５割

（３割 ･４割 ･５割）

耕地一筆ごとに、収穫量が補償割合を下回る減収
があったときに共済金を支払います。
※令和３年産までで廃止になります。

加入者
選択

全相殺方式
９割 ･８割 ･７割

（１割 ･２割 ･３割）

農業者ごとに、収穫量が補償割合を下回る減収が
あったときに共済金を支払います。
※乾燥調整施設における計量結果または青色申
告書類等により収穫量を確認できる農業者が加入
できます。

加入者
選択

加入者
選択

半相殺方式
８割 ･７割 ･６割

（２割 ･３割 ･４割）
農業者ごとに、収穫量が補償割合を下回る減収が
あったときに共済金を支払います。

加入者
選択

加入者
選択

品質方式
９割 ･８割 ･７割

（１割 ･２割 ･３割）

農業者ごとに、品質を加味した収穫量の減収があ
り、さらに生産金額が補償割合を乗じた金額を下
回ったときに共済金を支払います。
※農協等の出荷伝票等または青色申告書類等に
より出荷規格別収穫量を確認できる農業者が加
入できます。

加入者
選択

加入者
選択

地域
インデックス

方式

９割 ･８割 ･７割
（１割 ･２割 ･３割）

農業者ごと及び統計単位地域（市町村）ごとに、
補償対象となる共済事故が発生し、農林水産省公
表の市町村別統計単収による収穫量が補償割合
を下回ったときに共済金を支払います。

加入者
選択

加入者
選択

区分 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位

主食用米 185 円 167 円 148 円 130 円 111 円 93 円 ― ―

飼料用米 40 円 36 円 32 円 28 円 24 円 20 円 16 円 12 円

米粉用米 84 円 76 円 67 円 59 円 50 円 42 円 34 円 25 円

〈平成31年産水稲の共済金支払状況〉

【表１】引受方式、補償割合、特約及び単位当たり共済金額を選択し加入できます。

【表２】令和２年産単位当たり共済金額（区分ごとに金額を選択してください。）

※一筆半損特約：５割以上の収穫量の減収が見込まれる耕地に対して共済金を算出する特約

※自動継続特約：翌年以降の加入について、加入しない意思表示がない場合に申込みがあったとする特約

　加入方式単位では、組合員の収穫量の合計等
が補償割合を下回らないと共済金が支払われ
ませんが、一筆半損特例を付加した場合は、評
価をして５割以上の収穫量の減収が見込まれる
耕地（図の圃場Ｄ）に対して、損害を別に計算し
共済金を支払います。なお、加入した方式と一
筆半損特例で両方とも共済金の対象になる場
合は、共済金の支払額が多い方が支払われます。

令和元年は台風19号等による河川堤防の決壊等により、これまでにない大規模な水害が発生しました。特に
稲作農家への被害が大きいことから国では、被災農家等営農再開緊急対策事業及び水田農業継続特別支援
において、助成対象者が農業保険（農業共済又は収入保険、任意共済特約等）に加入することを要件に、稲作
農家の営農再開を緊急的に支援することになりました。これらの支援を受けるためにも、稲作農家の皆さん
は農業保険に加入しましょう。

稲作農家の
皆さんへ

【
農
作
物
共
済 

水
稲
】

水
稲
共
済
の
加
入
申
込
み
時
期
で
す

ま
さ
か
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

圃場Ｂ圃場Ａ 圃場Ｃ 圃場Ｄ

５割以上の
減収被害なし被害なし 被害なし

被害なし
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からのお知らせ からのお知らせ

　

昨
年
の
秋
は
例
年
に
比
べ
台
風
等
の
影
響
に
よ
り
雨
が
多
く
、
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
や
ナ
シ

黒
星
病
に
と
っ
て
は
感
染
に
好
適
で
あ
っ
た
た
め
、
病
原
菌
の
越
冬
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
防
除
対
策
を
徹
底
し
て
、
病
害
の
発
生
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病

ナ
シ
黒
星
病

モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
菌
は
、
前
年
秋

期
に
枝
に
感
染
し
、
翌
春
に
重
要
な
伝

染
源
と
な
る
春
型
枝
病
斑
を
形
成
し
ま

ナ
シ
黒
星
病
菌
は
、
葉
や
芽
に
感
染

し
、
越
冬
し
ま
す
。

そ
し
て
翌
年
の
４
月
中
旬
頃
か
ら
５

月
下
旬
頃
ま
で
、
罹
病
落
葉
か
ら
子
の

う
胞
子
が
飛
散
し
ま
す
。
芽
で
越
冬
し

た
病
原
菌
は
、
果
（
花
）
そ
う
基
部
に

病
斑
を
形
成
し
ま
す
。

ナ
シ
黒
星
病
菌
子
の
う
胞
子
飛
散
消
長

（
令
和
元
年
度
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
所
調
査
　
調
査
地
：
福
島
市
平
野
）

胞
子
の
飛
散
は
４
月
２
半
旬
か
ら
５
月
６
半
旬
ま
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

降
雨
後
に
胞
子
が
飛
散
す
る
現
象
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

す
。
春
型
枝
病
斑
の
発
生
が
多
く
、
５

月
～
６
月
に
降
雨
が
多
い
と
、
葉
や
果

実
に
感
染
し
、
収
量
や
品
質
が
低
下
す

る
恐
れ
が
高
ま
り
ま
す
。

◦
春
型
枝
病
斑
は
開
花
頃
か
ら
発
生
し

ま
す
の
で
、
見
つ
け
次
第
せ
ん
除
し
、

他
の
部
位
へ
の
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

◦
春
型
枝
病
斑
の
発
生
は
７
月
頃
ま
で

続
き
ま
す
の
で
、園
地
を
定
期
的
に

見
回
り
、せ
ん
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◦
薬
剤
散
布
は
、
開
花
前
の
無
機
銅
剤

（
ボ
ル
ド
ー
）と
落
花
以
降
の
抗
生
剤

等
の
薬
剤
散
布
を
、
各
地
域
の
防
除

暦
に
従
っ
て
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
感

染
は
風
雨
に
よ
り
助
長
さ
れ
る
の
で
、

降
雨
前
の
薬
剤
散
布
が
効
果
的
で
す
。

◦
子
の
う
胞
子
の
飛
散
は
、
降
雨
の
際

に
増
加
し
ま
す
。
４
月
か
ら
５
月
は

降
雨
前
の
薬
剤
散
布
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

◦
園
地
内
及
び
周
辺
の
罹
病
落
葉
は
伝

染
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

◦
最
も
感
染
し
や
す
い
時
期
は
、
開
花

期
で
す
。
開
花
前
後
の
薬
剤
散
布

は
、
10
日
以
上
空
け
な
い
よ
う
に
、

２
５
０
ℓ
／
10
ａ
を
目
安
に
十
分
量

を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◦
果
（
花
）
そ
う
基
部
は
、葉
や
果
実
へ

の
感
染
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
見
つ

け
次
第
せ
ん
除
し
て
処
分
し
ま
し
ょ

う
。
鱗
片
の
脱
落
が
悪
い
果（
花
）そ

う
基
部
は
発

病
し
て
い
る

可
能
性
が
高

い
の
で
、
特

に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

枝の表面が褐色に変色しており、
健全部との境目に亀裂が発生している

（比較的分かりやすい症状）

枝の表面が褐色に
変色しており、
やや凹んでいる

亀裂が発生している

モモせん孔細菌病春型枝病斑の主な症状

▶
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病

▶
ナ
シ
黒
星
病
果（
花
）そ
う
基
部
発
病
部
位

▶
ナ
シ
黒
星
病

（情報提供：福島県農林水産部環境保全農業課）
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胞
子
捕
捉
数
（
個
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降
水
量
（
㎜
）

降水量（㎜）
胞子捕捉数（個）

胞子飛散
開始

重要防除期

果
樹
病
害
の
防
除
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
!!
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からのお知らせからのお知らせ

自
然
災
害
に
は
総
合
共
済

建
物
共
済

＊普通物件とは、一般的な住宅、農作業場、納屋、倉庫、蔵等を言います。
＊建物の造りや用途によっては、普通物件に該当しない建物もありますので、詳しくはお近くのNOSAI各支所へお問い合わせください。

■建物総合共済　1,000万円補償あたり共済掛金表

■加入タイプ

物件・構造 基本契約
臨時費用担保特約 小損害実損塡補特約

臨費 10% 臨費 20% 臨費 30% 臨費 10% 臨費 20% 臨費 30%

普
通
物
件

一般造 30,100 円 32,800 円 33,600 円 34,100 円 35,860 円 36,760 円 37,360 円

耐火造Ｂ 26,000 円 28,300 円 28,900 円 29,300 円 31,360 円 32,060 円 32,460 円

耐火造Ａ 23,400 円 25,300 円 25,800 円 26,100 円 28,360 円 28,960 円 29,360 円

Ａ
タイプ

出荷前の一時保管される方におすすめです。

補償額１口あたり 共済掛金１口あたり 最大加入口数 補償期間

100 万円 1,000 円 ５口　500 万円 収穫後 120 日間以内

Ｂ
タイプ

通年保管される方におすすめです。

補償額１口あたり 共済掛金１口あたり 最大加入口数 補償期間

100 万円 3,000 円 ５口　500 万円 一年間

　

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
み
ら
れ
る
、こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
気
温

の
上
昇
や
集
中
豪
雨
、記
録
的
な
干
ば
つ
な
ど
の
異
常
気
象
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
共
済
に
は
、火
災
共
済
と
総
合
共
済
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ
る

災
害
の
補
償
を
受
け
る
に
は
、
総
合
共
済
へ
の
加
入
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

NOSAIの

園
芸
施
設
共
済

ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け
た
場
合
、速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

NOSAIの

集
中
豪
雨
や
台
風
に
備
え
て

建物総合共済に、納屋、農作業場等（保管
場所）を加入する際、同時にこの特約の申
込みをすることで収容中の農作物も補償し
ます。
対象となる農産物は、米穀・麦・大豆の３
品目です。
対象事故は、火災・風水害・地震等、総合
共済で対象となる事故になります。

共済事故により損害額が30万円以下の場合
損害額として実損害額をお支払します。

共済事故により損害共済金が支払われる場
合、さらに臨時費用共済金として損害共済
金の10％・20％・30％（加入者選択）をお
支払します。（限度額：250万円）

収容農産物補償特約とは
（建物総合共済に付帯することができます。）

小損害実損塡補特約とは

臨時費用担保特約とは

風害 水害 ひょう害 雪害

地震・噴火 火災・破裂・爆発

対象となる災害

航空機の墜落
車両の衝突等

病虫害・鳥獣害

春の突風から大切な

育苗ハウスを守りましょう！

共済金 ＝ 損害額 × 補償割合
損害額が3万円または施設の共済価額の5%を超えた場合に
支払いの対象となります。

◦掛金の２分の１は国が負担します。
◦ハウスの大きさ、経過年数、被覆資材などによって異なります。
～水稲育苗ハウス掛金例～
設置面積：40㎡（間口4.5m×奥行9.0m）
被覆材：防塵農ビ0.1mm厚（新品）
押え材：パッカー使用
補償期間：12か月
被覆期間：４月～５月（２か月）
補償割合：８割

農家負担掛金・事務費賦課金

共済金の支払いは

本体経過
年数

共済金額
（補償額）

農家負担
掛金 賦課金

１年未満 77,000 円 232 円 192 円
２年～３年未満 71,000 円 214 円 177 円
５年～６年未満 63,000 円 189 円 157 円
８年～９年未満 54,000 円 162 円 135 円
10 年以上 48,000 円 144 円 120 円
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からのお知らせからのお知らせ

法
を
『
強
化
哺
育
』
や
『
高
栄
養

哺
育
』
と
い
っ
て
推
奨
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

【
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
】

強
化
哺
育
は
メ
リ
ッ
ト（
健
康
・

増
体
・
繁
殖
・
乳
量
に
プ
ラ
ス
の
効

果
）
が
多
い
で
す
が
、
栄
養
を
ミ

ル
ク
に
依
存
す
る
た
め
、
ス
タ
ー

タ
ー
の
摂
取
量
が
伸
び
に
く
い
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
増
体
が
良
い
分
、
離
乳

後
の
ス
タ
ー
タ
ー
の
必
要
量
は
従

来
に
比
べ
多
く
な
る
の
で
、
離
乳

後
は
ス
タ
ー
タ
ー
の
摂
取
量
が
急

増
し
、
消
化
管
に
ス
ト
レ
ス
が
か

か
り
ま
す
。
こ
の
移
行
期
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、
哺
乳
期
間

を
７
～
８
週
齢
に
し
、
離
乳
時
の

ス
タ
ー
タ
ー
摂
取
目
標
を
１
日
当

た
り
１
・
５
㎏
に
す
る
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。

【
強
化
哺
育
専
用
ミ
ル
ク
】

標
準
的
な
代
用
乳
や
全
乳
を
多

量
に
給
与
す
る
と
、
増
体
は
良
く

な
る
も
の
の
体
脂
肪
増
加
の
影
響

も
大
き
く
、『
太
っ
て
い
る
』
子
牛

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、『
強
化

哺
育
用
』
の
代
用
乳
は
標
準
的
な

も
の
に
比
べ
高
蛋
白
・
低
脂
肪
に

な
っ
て
お
り
、
骨
組
織
や
筋
肉
の

発
育
を
促
し
ま
す
。
過
肥
に
さ
せ

ず
、
よ
り
良
い
増
体
を
目
指
す
な

ら
強
化
哺
育
用
の
代
用
乳
を
利
用

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

【
強
化
哺
育
の
注
意
点
】

強
化
哺
育
を
行
う
際
に
気
を
付

け
て
ほ
し
い
の
は
、
消
化
不
良
に

よ
る
下
痢
で
す
。
ミ
ル
ク（
全
乳
・

代
用
乳
）
を
多
量
に
給
与
す
る
場

合
で
も
、
強
化
哺
育
用
の
代
用
乳

を
使
用
す
る
場
合
で
も
、
与
え
ら

れ
た
量
を
消
化
し
き
れ
な
い
子
牛

が
い
ま
す
。
消
化
し
き
れ
な
い
ミ

ル
ク
を
給
与
し
続
け
る
と
重
篤
な

症
状
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
子
牛
の
状
態
に
合
わ
せ
て
給

与
量
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
最
後
に
】

哺
育
と
い
っ
て
も
様
々
な
種
類

の
代
用
乳
が
あ
り
、
農
場
ご
と
に

様
々
な
や
り
方
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

子
牛
に
育
て
た
い
と
考
え
て
ミ
ル

ク
を
与
え
て
い
ま
す
か
？

今
回
の
記
事
が
哺
育
の
在
り
方

を
見
直
す
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

今
回
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
子

牛
の
『
強
化
哺
育
』
に
つ
い
て
お

話
を
し
ま
す
。
黒
毛
和
種
子
牛
で

人
工
哺
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
あ

く
ま
で
も
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
強
化
哺
育
と
は
】

子
牛
の
哺
乳
量
は
習
慣
的
に
体

重
の
８
～
10
％
（
体
重
40
㎏
な
ら

１
日
３
・
２
～
４
ℓ
）と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の

研
究
か
ら
、
子
牛
が
親
牛
の
ミ
ル

ク
を
自
由
摂
取
し
た
場
合
、
１
日

の
摂
取
量
は
体
重
の
約
20
％
（
体

重
40
㎏
の
場
合
８
ℓ
）
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
ミ
ル
ク
の
量
を
体

重
の
20
％
を
目
安
に
給
与
す
る
方

子
牛
の
強
化
哺
育

白河家畜診療
センター
田川 知嘉

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

獣医師が
簡単レクチャー

経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員
の
方

が
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
住
所
を
変
更
し

た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
の
際
は
、
金
融
機
関
に
登
録
し

て
い
る
印
鑑
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

共
済
掛
金
の
振
替
が
で
き
な
い
、
共

済
金
の
振
込
が
で
き
な
い
な
ど
の
ご
迷

惑
を
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
掛
け
し
な

い
た
め
に
も
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ジ
オ
福
島
（
Ｒ
Ｆ
Ｃ
）
毎
朝
５
時

15
分
（
日
曜
日
は
６
時
15
分
）
か
ら
の

『
農
家
の
み
な
さ
ん
へ
』
で
は
、毎
月
第

１
・
第
４
土
曜
日
、
第
２
水
曜
日
、
第

４
日
曜
日
に
『
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
だ
よ
り
』

を
放
送
し
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
や
収
入
保
険
制
度
、

営
農
情
報
や
農
政
の
動
き
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
は
、日
ご
ろ
よ
り
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
と
運
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
現
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
防

犯
・
安
全
確
保
の
対
策
及
び
手
続
き
の
利
便
性
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
訪
問
に
よ
る

現
金
集
金
業
務
を
、

令
和
４
年
度
よ
り
口
座
振
替
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
共
済
掛
金
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
は
、
Ｊ
Ａ
、
銀
行
、
郵
便
局
、

信
用
金
庫
、信
用
組
合
な
ど
で
す
。
何
卒
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。詳
し
く
は
お
近
く

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
組
合
員
の
皆
様
へ
の
訪
問
活
動
を
通
し
て
、

お
役
に
た
て
る
情
報
提
供
や
ご
相
談
を
お
受
け
す
る
こ

と
で
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

経
営
移
譲
な
ど
の
際
は

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

ラ
ジ
オ
放
送

集
金
業
務
に
関
す
る

お
知
ら
せ
と
お
願
い

ぜひ
お聴き

ください！
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あ
と
が
き

連
載
で
好
評
の
「
始
め
よ
う
！
健
康
生
活
」
が

最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
本
広
報
紙
の
発
行
初
年

度
か
ら
原
稿
を
ご
執
筆
い
た
だ
き
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
発
信
い
た
だ
い
た
佐
藤
睦
子
先
生
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今号の
表紙

大
き
く
て
甘
～
い
、

い
ち
ご
を
ど
う
ぞ
！

　

蛭ひ
る

田た

秀ひ
で

美み

さ
ん
（
68
）・
は
つ
子
さ
ん

（
66
）ご
夫
婦
が
２
０
０
３
年
か
ら
経
営

す
る
田
人
観
光
い
ち
ご
園
。収
穫
の
繁
忙

期
を
迎
え
る
今
、い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
む

人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。孫
の
幸こ

う

祐す
け

く

ん（
９
）は
、接
客
し
た
り
、隣
接
す
る
カ

フ
ェ
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
り
と
、積
極

的
に
お
手
伝
い
。弟
の
知と

も

哉や

く
ん（
８
）も

し
っ
か
り
者
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
二
人
か
ら
、は
つ

子
さ
ん
は「
に
ぎ
や
か
パ
ワ
ー
を
も
ら
え

る
」と
笑
顔
。秀
美
さ
ん
も「
加
工
品
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

編
集

・
発

行

福
島

県
農

業
共

済
組

合
（

N
O

S
A

I福
島

）
〒

960-8031 福
島

市
栄

町
6番

6号
 

TEL. 024-521-2715　
 FA

X. 024-523-1887
http://w

w
w

.fukushim
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2020.3
2
0
号

りか
ひ

佐
さ

川
がわ

 由
ゆ

理
り

亜
あ

さん
（白河市）

高
校
生
の
時
に
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
ま
し
た
。
手
塩
に

か
け
た
果
物
を
処
分
す
る
と
い

う
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、

自
分
も
頑
張
ろ
う
と
決
意
し
て

祖
父
の
果
樹
園
を
継
ぎ
５
年
目

に
な
り
ま
す
。

ブ
ド
ウ
を
メ
イ
ン
に
、
リ
ン

ゴ
、
ナ
シ
、
モ
モ
な
ど
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
50
品

種
も
あ
り
、
お
客
さ
ま
に
と
て

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

祖
父
と
私
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ソ

コ
ン
で
、
毎
日
の
作
業
日
誌
を

管
理
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
剪

定
方
法
な
ど
短
大
で
学
ん
だ
こ

と
と
、
祖
父
の
技
術
の
違
い
で

対
立
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

祖
父
の
栽
培
技
術
を
覚
え
、

一
人
前
に
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
高
校
で
学
ん
だ

食
物
加
工
技
術
を
生
か
し
て
カ

フ
ェ
な
ど
も
経
営
し
て
み
た
い

で
す
。

祖
父
と
共
に
果
樹
栽
培
に
励
む
日
々

輝く

農業女子
N O G Y O J O S H I

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
は
、
県
内

約
２
２
０
台
の
業
務
用
車
両
に
防

犯
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
す
る
な
ど

「
ふ
る
さ
と
見
守
り
活
動
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
犯
活
動
を
通
じ
て
地

域
社
会
の
安
全
に
、
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と

見
守
り
活
動
展
開
中

赤く輝くリンゴの主力品種
「ふじ」

祖父の果樹園を継いだ由理亜さん

【果樹（ブドウ、リンゴ、ナシ、モモ）150.５㌃
その他の果樹】

県北支所 ☎ 024-544-2711
　保原会館 ☎ 024-572-5733
安達支所 ☎ 0243-23-7777
郡山田村支所 ☎ 024-933-3307
　田村出張所 ☎ 0247-82-0249
いわせ石川支所 ☎ 0247-37-1003
白河支所 ☎ 0248-27-1121
　棚倉出張所 ☎ 0247-33-2261
会津支所 ☎ 0241-28-1111
　南会津出張所 ☎ 0241-62-5588
相馬支所 ☎ 0244-23-6236
双葉支所 ☎ 0240-22-4111
いわき支所 ☎ 0246-24-1166

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す


